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『
自
然
災
害
の
脅
威
と
人
々
の
生
活
』

生年月日

　平成２２年１１月２８日

　　　　　 　（大字坂本）

お父さん：拓　也 さん

お母さん：　楓    さん

　はじめまして！きらです

　あんよが大スキ。ワンワン

＆ニャンニャンも大スキで、

見つけると大はしゃぎ。６才

のにぃに（おじちゃん）が毎

日あそんでくれて楽しいよ。

　みんなあたちを

　　　　　よろしくね

　坂本地区の保泉國通さんの自宅前の畑でユリが咲い

ているとのご連絡をいただきました。

　種類にもよりますが、ユリは６月から７月にかけて

咲くのが一般的で、みかんができる今の時期に咲くの

は珍しいそうです。今年は１０月になっても暖かい日

が続いたことが関係しているのでしょうか・・・？

　寒さも本番を迎える時期に、純白の美しい花を咲か

せていました。

　御堂の川上地区の栗島祥次さんのご自宅の庭で、
皇帝ダリアが約４メートルもの高さにまで育ち、
見事な姿を見せてくれました。
　この皇帝ダリアは、昨年の１２月頃に御堂の栗
　　　　　　　　　　　島和代さんにいただいた
　　　　　　　　　　　球根とのことです。
　　　　　　　　　　　　取材にお伺いした１１
　　　　　　　　　　　月１５日は、天気が良く、
　　　　　　　　　　　きれいなピンク色の花が
　　　　　　　　　　　青空に一層鮮やかに映え、
　　　　　　　　　　　晩秋の彩りに華を添えて
　　　　　　　　　　　いました。
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皇帝ダリアが
 ４メートルになりました！！
皇帝ダリアが
 ４メートルになりました！！

　

去
る
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分

に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う

ま
れ
に
み
る
巨
大
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
す
。

　

10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
津
波
が

岩
手
県
の
三
陸
海
岸
か
ら
宮
城
県
、

福
島
県
な
ど
の
海
岸
に
暮
ら
す
人
々

の
命
を
奪
い
、
家
屋
を
流
し
生
活
に

必
要
な
全
て
の
財
産
や
機
能
を
奪
い

去
り
、
全
て
の
経
済
活
動
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
辛
く
も
大
津
波
か

ら
助
か
っ
た
人
々
は
、
近
く
の
高
台

に
逃
れ
た
り
、
学
校
の
体
育
館
や
公

民
館
な
ど
に
や
っ
と
の
こ
と
で
避
難

し
た
の
で
す
。

　

津
波
や
地
震
の
被
災
者
に
対
し
、

日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
中
か

ら
哀
悼
の
意
が
寄
せ
ら
れ
、
お
見
舞

い
の
言
葉
が
届
き
ま
し
た
。
５
万
人

に
及
ぶ
自
衛
隊
員
や
消
防
隊
員
、
警

察
官
、
そ
れ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

々
が
全
力
で
救
助
に
あ
た
り
、
政
府

で
も
首
相
が
先
頭
に
立
ち
、
全
力
で

復
興
に
当
た
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

を
は
じ
め
、
多
く
の
国
の
援
助
も
あ

り
ま
し
た
。

　

漁
港
で
は
、
漁
船
を
津
波
で
流
さ

れ
、
養
殖
用
の
イ
カ
ダ
や
市
場
施
設
、

加
工
所
な
ど
の
施
設
を
失
い
ま
し
た
。

　

漁
業
者
は
津
波
か
ら
逃
れ
傷
つ
い

た
設
備
を
国
や
県
な
ど
の
援
助
を
受

け
て
共
同
で
修
理
し
、
そ
れ
を
漁
業

協
同
組
合
が
主
体
と
な
っ
て
共
同
で

運
営
す
る
な
ど
、
復
旧
に
苦
労
さ
れ

て
い
る
様
子
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
苦
し
い
中
に
一
筋
の
光
明
を
求

め
る
姿
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

漁
港
の
人
々
は
、
津
波
に
よ
り
全

て
を
失
い
ま
し
た
が
、
共
同
で
漁
業

す
る
こ
と
で
活
路
を
見
い
出
し
た
の

で
す
。
あ
る
漁
業
者
は
、
放
送
の
中

で
「
津
波
は
憎
い
が
、
そ
れ
で
も
海

で
生
き
る
し
か
な
い
！
」
と
決
意
を

語
り
、
全
て
を
無
く
し
て
も
、
そ
の

地
で
生
活
す
る
、
人
の
強
さ
と
た
く

ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
被
災
し
て

２
度
目
の
寒
い
冬
に
な
り
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
人
々
の
生
活
が
１
日
も
早

く
復
旧
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

東
秩
父
村
社
会
教
育
委
員
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